
金沢・建築文化会議

建築とまちづくりを考える
〒920-0864 石川県金沢市高岡町15番1号会 場：金沢市文化ホール 大ホール 定 員：750名

プログラム：第１部⦿基調講演 「My Works」／石上 純也（建築家）
第２部⦿対談 登壇者／石上 純也（建築家）×水野 一郎（谷口吉郎・吉生記念金沢建築館 館長）

コーディネーター／竹内　申一（金沢工業大学 建築学部建築学科 教授）
※プログラムは予告なく変更になる場合があります。予めご了承ください。

パソコン、スマートフォンにて金沢市電子申請サービスからお申込みください。
FAXでのお申し込みも可能です。※FAXの申込用紙は裏面をご覧ください。
URL:https://ttzk.graffer.jp/city-kanazawa/smart-apply/apply-procedure-alias/kenchikubunkakaigi2024

主催：金沢市　　後援：北國新聞社

※事前予約制
〈手話通訳・要約筆記あり〉

詳しくは裏面をご確認ください

無料

（予定）11.26 18：30-21：002024. TUE



〈会場案内図〉

※お車でお越しの方は、近隣の有料駐車場をご利用ください。
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※申込情報をもとに、本市建築文化関連事業についてご案内させていただく
　場合がありますので、ご了承ください。
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手話通訳・要約筆記 希望 有　　・　　無
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参加申込書
申込締切　2024年11月20日（水）

FAX.076-268-0212〈定員750名〉
但し、定員に達し次第、受付終了とさせていただきます。

⦿ お申し込み方法

⦿ 登壇者プロフィール

参加者の氏名、企業名・団体名、郵便番号、住所、電話番号、メールアドレス、を明記して、
パソコン・スマートフォンまたはFAXにてお申し込み下さい。（1枚で5名まで申し込みできます）

⦿ お申し込み・お問合わせ

パソコン・スマートフォンでのお申し込み 表面のURLにアクセス、または二次元バーコードを読み込んで、お申し込みください。

FAXでのお申し込み 申込用紙（当チラシ）をご利用下さい。

（株）オトムラ
「金沢・建築文化会議」係

〒920‐0342　石川県金沢市畝田西四丁目67
TEL：076-268-3737　FAX：076-268-0212
E-mail：kenchiku@otomura.co.jp

電話受付

平日9：00‐17：00

申込締切　2024年11月20日（水）
締切後の参加申し込みは下記お問合わせ先にご相談ください。

谷口吉郎・吉生記念金沢建築館館長

水野 一郎
東京大学工学部建築学科卒。
東京藝術大学大学院美術研究科修士課程
（建築学）修了。
大谷研究室を経て昭和52年金沢工業大学
助教授。昭和54年教授。平成24年副学長。
令和元年より谷口吉郎・吉生記念金沢建築
館の初代館長に就任。
金沢市木の文化都市推進アドバイザー。

金沢工業大学 建築学部建築学科 教授

竹内　申一
1990年 東京藝術大学美術学部建築科卒業
1992年 東京藝術大学大学院修了
1993～2004年 伊東豊雄建築設計事務所
2005年 竹内申一建築設計事務所設立
2011年 金沢工業大学建築デザイン学科 准教授
2017年～ 金沢工業大学建築学科教授
2024年 カタチアーキテクツ設立

建築家

石上 純也
東京藝術大学大学院美術研究科建築専攻修士課程修了後、妹島
和世建築設計事務所を経て、2004年石上純也建築設計事務所を
設立。主な作品に、神奈川工科大学KAIT工房・KAIT広場、Park 
Groot Vijversburgビジターセンター、水庭、2019年サーペン
タインパヴィリオン、House & Restaurant、水の美術館など。　
2009年日本建築学会賞（作品）、2010年第12回ヴェネチア・ビエ
ンナーレ国際建築展金獅子賞、毎日デザイン賞、2019年芸術選奨
文部科学大臣新人賞（美術部門）、OBEL AWARD、2024年フレ
デリック・キースラー建築芸術賞、2024年日本建築学会賞(作品)
など受賞多数。

JUNYA ISHIGAMI
After completing the master's program at the Department of Architecture in Tokyo 
University of the Arts, he founded junya.ishigami+associates in 2004, having 
previously worked at Kazuyo Sejima & Associates. 
Some of his notable works encompass the Kanagawa Institute of Technology KAIT 
Workshop / KAIT Plaza, the Park Groot Vijversburg Visitor Center, MIZUNIWA, the 
Serpentine Pavilion 2019, and the House & Restaurant, Zaishui Art Museum.
Junya Ishigami has been honored with prestigious awards, including the 
Architectural Institute of Japan Prize (2009), the Golden Lion award for the best 
project at the Venice Biennale 12th International Architecture Exhibition, the 
Mainichi Design Award (2010), The Minister of Education, Culture, Sports, Science 
and Technology’s Art Encouragement Prize for New Artists (of fine arts), the OBEL 
AWARD by the Henrik Frode Obel Foundation (2019),  the Frederick Kiesler-Prize of 
Architecture and the Arts(2024) and the Architectural Institute of Japan Prize (2024).

■コーディネーター
©CHIKASHI SUZUKI


